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ひとみ衛星の初期運用期間中, SXSの観測はゲートバルブ (GV) を閉じたまま実施された. 観測データはGVに
取り付けられたBe窓での吸収の影響を受ける. Be窓は衛星打ち上げ前に未評価であった為, ひとみ衛星フライト
品で使用されたBeと同ロットで製作されたスペアBe窓の評価を SPring-8 BL01B1にて実施し, この結果につい
ては 2017年春季年会 (星野 V340a)にて報告した. 我々はさらにKEK-PF BL11B/BL7Cにおいて追加測定を実
施した. これらの測定により, 2.5–30keVのエネルギー範囲のスペアBe窓の透過率曲線を取得することができた.
KEK-PFでは測定箇所をBe窓の中心と上下左右の 6.5mm オフセットの計 5点とした. 得られた透過率曲線には
明瞭なFe, Ni, MnのK吸収端と, Beの結晶面によるBragg散乱による吸収端様構造が 6057eV, 6915eV, 7590eV,
9193 eVに確認でき, SPring-8での測定結果と一致している. これらの構造に加え, 新たに 3460eV, 8790eVにも
構造を検出した. SPring-8とKEK-PFを合わせた透過率データは (1) Beと不純物 (Mn,Fe,Ni)による光電吸収と
非弾性散乱の効果, (2) Beモザイク結晶の結晶面での Bragg散乱による吸収端様構造, (3) 低エネルギー側の折れ
曲がりの効果を考慮したモデルにより再現できた. この解析から, Beの厚みを 258.27±0.01µmと求められ, 不純
物量は仕様書の値と同程度であることが確認できた. また Be窓全面の透過率走査測定により, Be窓全面の厚み
を評価した. その結果, 全面での厚みのばらつきは, 不偏標準偏差で 0.2%程度であった. さらに都産研において
LEXTによる表面形状測定を行い Ra値で 0.11–0.15µmであった. これは spec sheet値を満たす.


